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１．概要（Summary） 
 生体情報処理の中枢として機能する脳神経システムは，

多数の素子（ニューロン）による並列処理と環境に適応し

て変化する可塑性に特徴がある．ニューロンとそのネット

ワークによる情報表現と処理過程の可視化を目指し，集

積化電極基板上に構成した培養神経回路を利用した研

究を進めている．さらに人工的に形成した神経回路を再

生医療評価に利用する可能性についても検討中である．  
 
２．実験（Experimental） 
・利用した主な装置 
 マスクアライナ 
・実験方法 

透明導電性薄膜（Indium tin oxide; ITO）付ガラス基

板に，フォトリソグラフィにより電極アレイパターンを形成し

た．さらに厚膜フォトレジストを利用したプロセスにより，シ

リコンゴム（Polydimethylsiloxane; PDMS）製のマイクロ

細胞培養チャンバとマイクロ通路構造を作製した． 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
電極アレイ基板上に PDMS 製のマイクロ細胞培養区

画を複数設けることにより，異なる生体組織の相互作用を

観察することが可能になる．本研究では，分化誘導により

作成した神経細胞群が本来の生体組織であるネズミの脳

から採取した組織と結合を形成するか，神経信号の伝達

が起こるかを調べるマイクロデバイスを作製した． 
2 つの細胞培養区画を作製，区画間はマイクロトンネル

で連結する構造とした．トンネル内部の高さを 5 µm 以下

とすることにより，神経突起を通路内に導きつつ細胞体は

播種した区画内に維持することが可能になる．神経突起

に特異的に結合する抗体を利用した免疫組織化学染色

により，トンネル内での神経突起の成長（Fig. 1）が確認さ

れ，さらに両側の組織で同期した神経活動が記録された

ことから，両組織間に機能的な結合が形成されていること

が確かめられた．今後は，機能的な結合を効率的に形成

し，その状態を長期間安定に維持する条件を確立するこ

とを目指して研究を進めていく予定である． 
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Fig.1 Micro-fabricated cell-culture substrate with 
microconduits and guided outgrowth of neurites. 


